
  
     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

                                           

 

    

           

 

 

 

 

 

 

 

 

              

 

 

 

ちゅうりっぷぐみだより 
子ども発達さぽーとセンター 

あゆみ園 ちゅうりっぷぐみ 

２０2４年 5 月３１日発行 

 色とりどりのアジサイに、雨が降れば顔をのぞかせる虫たち。この時期ならではの自然に触れたり、室内

遊びならではの遊びを楽しんだりしながら過ごしていきたいと思います。 

 さて、最近は、天気がいい日には、気温を見ながら、テラス遊びや公園を選んだりしながら、外遊びの活

動も取り入れています。梅雨の合間の晴れた日には外遊びや水遊びも取り入れながら、楽しい室内遊びもた

くさん見つけていきたいと思います。 

 気候の変化はありますが、体調管理に気をつけながら今月も楽しく過ごしていきたいと思います。 

  

 

６月号 

『いっぴきのかえる』 

『まんまるちゃん』 

『やさいのうた』 

〈６月の予定〉 

６/４(火) 内科健診 

６/１７(水) 水害避難訓練 

６/２０(木) 内科健診予備日 

※体調不良等で欠席された場合、予備日で実施します。 

６/２７(木) グループ懇談 ９:４５～ 

６/２８(金) お布団持ち帰り日 

 

＊シーツは毎週金曜日に持ち帰ります。 

＊身体測定は６/２０以降に予定しています。 

 

＜お知らせ＞ 

＊気温の差の激しい時期ですので、薄手の長袖シャツや半袖シャツ、肌着等、気候にあった着替えをご持参

ください。（登園後の活動に合わせて、着替えることもあります。）        

＊汗をかいて着替える機会が増え、着替えの持ち帰りが多くなりますので、持ち帰った枚数分の着替えを翌

日に持ってきてください。 

＊すべての衣類や持ち物への名前の記入を忘れずに、お願いします。 

＊汗拭き用のスポーツタオルを持ってきてください。（天候によっては水遊びや汗流しをすることがでてきま

す。） 

＊気温が高い日も増えてきますので、お昼寝用のバスタオルを持ってきてください。（6 月中はお布団ももっ

てきてください。） 

 

 

・いっぴきのかえる 

・かたつむり 

・【体操】ちゅうりっぷたいそう “オリジナル” 

６月のうた 

            絵本のフレーズに 

合わせて、子どもた 

ちも「あっかんべ 

～」としながら、読 

み聞かせを楽しん 

でいます。最初は見 

ているだけだった 

子どもたちですが、

積み重ねて読んでいく中で、絵本の中にでてく

る“あっかんべ”を期待するようになり、子ども

たち自身も職員と一緒にあっかんべをし合う

姿が見られるようになってきました。楽しめる

絵本の幅も読み聞かせを積み重ねていく中で、

子どもたちの成長や変化とともに広がってき

ています。 

読み聞かせの時は、紙芝居や大型絵本にするこ

とで、子どもたちが見えやすい工夫をしていま

す。 

こんな絵本読んでいます！！ 



 

 

＜こんな遊びをしています！！＞ 

室内あそび 

外遊び 

最初は職員に支えてもらいながらのる子どもたちで

すが徐々にバランスを取るのが上手になってくる

と、一人でもバランスを取りながら、少し揺れも楽

しめるようになってきています。ロディーの遊びを

通して、体幹の筋肉をしっかり働かせながら、バラ

ンスを取る力へと繋げていきたいと思います。 

ロディー 

最近はオーシャンブランコではなく、ホーススイン

グに挑戦しています。オーシャンブランコより、不

安定な揺れ遊具なので、子どもたちもお尻で、バラ

ンスを取りながら、上手にのっています！ 

丸や色の線など、目印になるものがあると、狙ってジャンプ！公園での

遊びも遊具遊びだけでなく、フラフープを使った遊びなど、いろいろな

遊び方で遊びが広がってきています。 

 

シャボン玉遊びも積み重ねの中で、目と手を合わせて操作することが上手になり、自分でもできるよう

になってきています。“パタパタ”と腕を振る動きが上手になってきたところで、今度は“ゆっくり～”“お

おきく～”と腕を大きく動かしたり、ゆっくり調整して動かすことができるよう取り組んでいます。し

っかりできるシャボン玉を見て、飛んでいったシャボン玉も目で追う姿が見られます。 

 

箱の中に入って押してもらうのも大好きですが、

「ブッブー」と走らせたり、物を入れて運ぶのも

楽しくなっています。職員が押す方向や一緒にや

りながら伝えたり、やってみせたりすると、自分

でも挑戦する姿が見られています。“押す”という

動作を通して、踏ん張ったり、手で身体を支えら

れたりする力へと繋げていきたいと思っていま

す。 

 

ホーススイング 


